
令
和

３
年

度
第

２
回

静
岡

県
多

文
化

共
生

審
議

会
(
令

和
３
年

1
0
月

2
0
日

開
催

)
意

見
対

応
表

意
見

対
応

１
静

岡
県
の

こ
れ

ま
で

の
取
組

で
足

り
な

い
も

の
を

整
理

し
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
と
い

う
書
き

方
で
課

題
を
明

示
し
て

ほ
し
い

。

「
第

４
章
施

策
の
柱

・
方

向
性
」
の

構
成
を

見
直
し

、
あ

る
べ

き
姿
を

最
初
に

明
示
し

ま
し

た
。
次

に
、
現

状
と
課

題
と
い

う
項
目

を
設
け

、
多

文
化

共
生
基

礎
調
査

の
結
果

と
そ

こ
か
ら

読
み
取

る
こ
と

が
で
き

る
課
題

を
明

ら
か
に

し
ま
し

た
。
ま
た

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

と
こ

れ
か

ら
の

取
組

と
が

対
比
で

き
る
よ

う
に

記
載

し
ま

し
た

。（
1
6
ペ
ー

ジ
か

ら
3
4
ペ
ー

ジ
ま
で

）

２
地

域
の
日

本
語
教
室

を
１
つ

の
ハ

ブ
と
し
て
、
地

元
の
人

と
外

国
出

身
の
人

た
ち

が
出

会
う
場

と
し
て
機

能
さ
せ

て
は
ど
う
か
。

「
１
多

文
化

共
生

意
識

の
定

着
施

策
の

方
向

性
と

こ
れ

か
ら

の
取

組
『

取
組

２
』」

（
1
7
ペ
ー

ジ
）
に
、
地
域

住
民
が

日
本
語

教
育

の
場
に

関
わ
る

地
域
日

本
語
教

室
の
設

置
の

促
進
に

つ
い
て

記
載
し

ま
し
た

。

３

外
国
人

の
子

ど
も
は

ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た
り
、
小

さ
い
と
き
か
ら
人

と
の
関

わ
り
や

体

験
す

る
場

、
回
数

が
少

な
い
場

合
が
あ
る
た
め
、
子

ど
も
達

を
社

会
全
体

で
育

て

て
い
く
た
め
に
義

務
教

育
の
中

で
何

か
で
き
る
こ
と
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

「
１

多
文
化

共
生
意

識
の
定

着
施

策
の
方

向
性

と
こ
れ

か
ら
の

取
組
『

方
向

性
１
』
」

（
1
7
ペ
ー

ジ
）
に
、
外
国

人
県
民

と
日
本

人
県

民
と
が

お
互
い

に
交
流

し
た
り

学
び
会

う
機
会

の
創

出
を

記
載

し
、
「

５
外

国
人

の
子
ど

も
の

教
育

環
境
の

整
備

施
策
の

方

向
性

と
こ
れ

か
ら
の

取
組
『

方
向

性
１
』
」（

2
9
ペ
ー

ジ
）
に

、
外

国
人

の
子
ど

も
の
指

導
体

制
の
確

保
、
充

実
に
つ

い
て
記

載
し
ま

し
た

。

４

「
県

内
ど

こ
に

住
ん

で
い
て

も
、

希
望

す
る

全
て

の
外

国
人

県
民

の
生

活
に

必
要

な
、

最
低

限
の

日
本
語

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

整
備

」
と

い
う

と
こ

ろ
に

共
感

し
期
待

し
て

い
る

が
、

日
本

語
教

育
の

担
い

手
不

足
の

問
題
が

あ
る
。

「
２

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

支
援

施
策

の
方

向
性

と
こ

れ
か

ら
の

取
組

『
取

組

２
』
」（

20
ペ

ー
ジ
）
に

、
日

本
語

教
育
の

担
い

手
と
な

る
人
材

の
育
成

に
つ
い

て
記
載

し
ま

し
た
。

５
オ

ン
ラ

イ
ン
で

の
日
本

語
教
育

を
充
実

し
て
い

く
必
要

が
あ

る
と
感

じ
る
。

「
２

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

支
援

施
策

の
方

向
性

と
こ

れ
か

ら
の

取
組

『
取

組

２
』
」（

2
0
ペ
ー

ジ
）
に

、
県

内
ど

こ
に
住

ん
で
い

て
も
、
日
本

語
を
学

べ
る
環

境
の
整

備
に

つ
い
て

記
載
し

ま
し
た

。

６
日

本
語

教
育
や

学
び
直

し
に
つ

い
て
考

え
る
必

要
が
あ

る
の

で
は
な

い
か
。

「
２

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

の
支
援

施
策

の
方

向
性
と

こ
れ
か

ら
の
取

組
『

方
向
性

２
』
」（

20
ペ

ー
ジ
）

に
、

日
本

語
教

育
の

充
実

に
つ

い
て
記

載
し

、「
５
外

国
人

の
子

ど
も

の
教
育

環
境
の

整
備

施
策
の

方
向
性

と
こ

れ
か
ら

の
取
組
『
取

組
１

』
」（

29
ペ

ー
ジ

）「
６

社
会

参
画
の

促
進

施
策
の

方
向
性

と
こ
れ

か
ら
の

取
組
『

取
組
１

』」
（
3
1

ペ
ー

ジ
）
に

、
夜
間

中
学
の

設
置
に

つ
い
て

記
載

し
ま
し

た
。

資料２
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意
見

対
応

７
重
要
な
情
報
が
外
国
人
に
届
く
よ
う
に
し
た
り
、
逆

に
外

国
人

の
状
況
を
行
政
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

「
２

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

の
支
援

施
策

の
方

向
性
と

こ
れ
か

ら
の
取

組
『

方
向
性

３
』
」（

2
0
ペ
ー
ジ
）

に
、
外
国
人
県
民
が
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
及
び
多
言
語
に
よ
り
、

生
活
に
必
要
な
情
報
を
入
手
で
き
る
体
制
の
充
実

に
つ

い
て
記
載
し
、
「
６
社
会
参
画
の
促

進
施
策
の
方
向
性
と
こ

れ
か
ら
の
取
組
『
取
組
１
』
」
（

3
1
ペ
ー
ジ
）

に
、
外
国
人
県
民

の
意
見
を
施
策
に
活
か
す
た
め
、
意
見
交
換
会
等

の
実

施
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。

８

危
機

管
理
体

制
の
強

化
と
い
う
テ
ー

マ
が
入

っ
て
い
る
こ
と
が

よ
い
。
災

害
時
に

は
外

国
人
が
初

期
避
難

行
動
が
遅

れ
が
ち
に
な
る
。
具
体

的
な
避

難
行

動
に
つ

な
が
る
よ
う
な
対
応

を
市
町

等
と
連
携

し
て
ほ
し
い
。

「
３

危
機
管

理
体
制

の
強
化

施
策

の
方
向

性
と

こ
れ
か

ら
の
取

組
『

取
組

１
』」
（
2
3

ペ
ー

ジ
）
に

、
市

町
や

企
業
と

連
携

し
た
防

災
講
座

を
充
実

す
る
よ

う
記
載

し
ま
し

た
。

９

外
国
人

は
大

き
な
地

震
は

経
験

し
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
危

険
と
い
う
意

識
を
持

っ

て
い
な
い
。
防

災
意

識
を
高

め
た
り
、
訓

練
に
参

加
す
る
よ
う
に
促

す
必

要
が
あ

る
。

「
３

危
機
管

理
体
制

の
強
化

施
策

の
方
向

性
と

こ
れ
か

ら
の
取

組
『

取
組

１
』」
（
2
3

ペ
ー

ジ
）
に

、
静

岡
県

防
災
ア

プ
リ
「

静
岡

県
防
災

」
の

普
及
や

、
市

町
や
企

業
と
連

携
し

た
防
災

講
座
を

充
実
す

る
よ
う

記
載
し

ま
し

た
。

10
出

入
国
在

留
管

理
庁

・
出
入

国
在

留
管

理
局

の
名

称
が

混
在

し
て

い
る

の
で

統
一
し

た
方
が

よ
い
。

地
方

出
入
国

在
留
管

理
局
の

名
称
に

統
一
し

ま
し

た
。（

26
、

33
、
3
4
ペ
ー

ジ
）

11

就
労

外
国

人
に

対
し
て
、
「
ど
う
や

っ
て
共

生
社

会
の

実
現

の
た
め
に
支

援
し
て

い
く
か
」
と
い
う
視

点
に

立
ち
、
い
ろ
い

ろ
な
プ
レ
ー

ヤ
ー

が
協

働
連

携
し
、
情

報

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感

じ
る
。

「
４

生
活
支

援
の
充

実
施

策
の
方

向
性
と

こ
れ

か
ら
の

取
組
『

方
向

性
１

』
」（

26
ペ

ー
ジ

）
及

び
「

７
働

き
や
す

い
環
境

の
整
備

施
策

の
方
向

性
こ
れ

か
ら
の

取
組

『
取

組
１

』」
（

33
ペ

ー
ジ
）
に
、
関
係

機
関
と

の
連
携

を
記
載

し
た
う

え
、
具

体
的

な
取
組

を
進

め
て
い

き
ま
す

。

12
市

町
と
の
連
携

や
教
育

現
場
で
の
言

語
対

応
が
大

切
だ
と
感

じ
る
。

「
５

外
国

人
の

子
ど

も
の

教
育

環
境

の
整

備
施

策
の

方
向

性
と

こ
れ

か
ら

の
取

組

『
取

組
１
』
」（

29
ペ

ー
ジ
）
に

、
市

町
と

連
携

し
て
日

本
語
指

導
コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

等
を

活
用
し

た
教
育

支
援
体

制
の
整

備
の
促

進
や

、
加

配
教
員

の
配
置

に
つ
い

て
記
載

し
ま

し
た
。

13
県

内
企
業

や
自

治
会
で
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
グ
ッ
ド
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
集

を
作

成
し
た
ら
ど
う
か
。

「
６
社
会
参
画
の
促
進

施
策
の
方
向
性
と
こ
れ

か
ら

の
取
組
『

取
組

１
』
」（

3
1
ペ
ー
ジ
）

に
、
外
国
人

県
民
と
日
本

人
県
民
と
が

共
に
活
動
す
る

先
進
事
例
の

情
報
発
信
に

つ
い
て

記
載
し
ま
し
た
。

2



意
見

対
応

14
自

治
会

内
の
多
文

化
共
生

を
進

め
て
ほ
し
い
。

「
６
社
会
参
画
の
促
進

施
策
の
方
向
性
と
こ
れ

か
ら

の
取
組
『

取
組

１
』
」（

3
1
ペ
ー
ジ
）

に
、
外
国
人

県
民
が
主
体

的
に
地
域
社

会
に
参
画
で
き

る
よ
う
、
自

治
会
等
が
行

う
地
域

活
動
等
の
広
報
啓
発
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。

15

生
産

年
齢

人
口

が
少

な
く
な

っ
て

い
く

状
況

下
で

、
地

域
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

ど
の

よ
う

に
確

保
し
て

い
く

か
が

、
行

政
、

企
業

、
医

療
界

も
考

え
る

必
要
が

あ
る
。

「
７

働
き
や

す
い
環

境
の
整

備
施

策
の
方

向
性

と
こ
れ

か
ら
の

取
組
『

方
向

性
２
』
」

（
3
4
ペ
ー

ジ
）
に
、
外

国
人
県

民
の
就

業
機
会

を
確

保
す
る

た
め
、
就

業
支
援

や
能
力

開
発

を
促
進

す
る
と

と
も
に

相
談
体

制
を
充

実
す

る
こ
と

を
記
載

し
ま
し

た
。

3



次
期

「
ふ

じ
の

く
に

多
文

化
共

生
推

進
基

本
計

画
（

案
）
」

に
か

か
る

県
民

意
見

へ
の

対
応

表

ペ
ー
ジ

項
目

意
見
の

概
要

意
見

に
対
す

る
県
の

考
え
方

P3
0

６
社

会
参
画

の
促
進

外
国

人
の

方
達

の
日

本
人

社
会

で
の

共
生

の
実

態

の
成
功

例
や
失

敗
例
を

共
有
し

て
ほ

し
い
。

「
６

社
会
参

画
の
促

進
施

策
の
方

向
性
と

こ
れ
か

ら
の

取
組
『

取
組
１

』」

の「
外

国
人

県
民
が

主
体
的

に
地
域

社
会
に

参
画

で
き
る

よ
う
、
企

業
や

NP
O
、

自
治

会
等

が
行

う
地

域
活

動
等
の

広
報

啓
発
を

一
層

推
進

す
る

と
と

も
に
、

外
国

人
県

民
と

日
本

人
県

民
と
が

共
に

活
動
す

る
先

進
事

例
の

情
報

発
信
を

行
い

ま
す

。」
を

「
（
前

段
省

略
）
外

国
人

県
民
と

日
本

人
県
民

と
が

と
も
に

活
躍

す
る
先

進
事
例

や
成
功

例
等
の

情
報
発

信
を
行

い
ま

す
。」
（
3
1
ペ
ー

ジ
）

に
修

正
し
ま

し
た
。

県
か

ら
の

情
報

を
外

国
人

等
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に

届
く
よ

う
に
し

て
ほ
し

い
。

「
６

社
会
参

画
の
促

進
施

策
の
方

向
性
と

こ
れ
か

ら
の

取
組
『

取
組
２

』」

（
3
1
ペ
ー

ジ
）
に
記

載
の
と

お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

キ
ー
パ

ー
ソ
ン

等
を
「
ふ

じ
の

く
に

多
多

言
語

情
報

発
信
サ

ポ
ー

タ
ー
」

と
し

て
登

録
し

、
県

か
ら
の

情
報

を
同

じ
国

の
出

身
者

へ
提
供

す
る

等
外
国

人
県

民
を

支
援

す
る

人
材
と

し
て

の
活
躍

を
推
進

し
て
い

き
ま
す

。

資料３
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